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        のどかな田んぼのあぜ道で、ほのぼのと職務質問を

受けほのぼのと受け答えして、なんだか、状況に緊迫感がなく、なん

となくおかしかったが、無事登れて結果的に良かったと思う。 
 
 

感想：紅葉は終わっていたが、初冬の奥三河もそれなりに楽しかった。

山田の中のバイクまで戻ったら、設楽町のミニパトカーが来て職務質

問を受けた。おまわりさんによると、あやしいバイクが放置してある

と通報があったとのこと、自分では、登山口と下山口の中間に止めた

ことが、あだとなったようだ。事情を説明して無罪放免となった。

       朝 5 時にバイクで自宅発。この季節、いつものことだが指先が冷たくなって時々エンジン

で指先を温めながら走る、設楽町の荒尾 7:00 着。田んぼの脇に駐車し塩津温泉に向かう、登山口 7:50 着。

登山者ふたりを追い抜く杉林の中を緩やかに登っていきやがてジグザグの急登となり、大きな岩（障子岩）

を右に巻いてびわくぼ峠に 8:30 着。トイレとベンチが有り東海自然歩道らしく良く整備されている。寒い

ので、休憩せず鞍掛山に向かい、コースタイム 40 分を半分の 20 分で頂上 8：55 着。誰もいない貸切状態

で樹林の中展望きかず、日だまりを見つけおにぎりを食べる。びわくぼ峠まで戻り御殿岩に向かう。朝あ

ったふたりをふたたび追い抜いて 707 ピークで休憩する。御殿岩は岩塔で立派に見える、岩古谷山からの

登山者と 3 組ほどすれ違う、けっこう人気のコースのようだ。りっぱな鉄の階段を登りきったら頂上だっ

た。昔は古い鉄はしご 30m 登っていたようだ、よくこんな山の中にこんな階段を設置したと感心した。頂

上は 3 組 6 人ぐらい。休憩の後、堤石峠に向かう、岩稜帯でいつ来ても高度感があり気に入っている。和

市登山口 11:55 着、そのまま車道を歩いてバイクまで戻る。

 CL:中山正夫 
  
  
 

12/09 晴れ 
 04:30 起床 
 05:00 自宅発 
 07:00 荒尾着～:20 
 07:45 塩津温泉 
 07:50 登山口 
 08:30 びわくぼ峠 
 08:55 鞍掛山頂上着  
 09:05 頂上発 
 10:00～:10 休憩 
 11:08 岩古谷山頂上着 
 11:25 頂上発 
 11:55 和市登山口 
 12:20 荒尾着 
 15:00 自宅着  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  バイクで初冬の奥三河山行 
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